
〔令和５年度１学期終業式原稿〕  

    

 ≪ 日野高 新時代 ≫ 

デジタル教育と文化・運動部活動の共創時代へ！ 
「新しい時代を伝統に支えられた新しい環境で共に創造しよう！！」 

 

校 長 髙取 克明  

 「おはようございます」  

令和五年度の日野高校は新時代をテーマにスタートしました。皆さんは新しい

時代を感じる出来事はありましたか？  

 今年度も 4 月から様々に学校生活を戻してきました。今後も、よりパワーアッ

プした取り組みを生徒の皆さんと先生・職員の方々とで「共創」しながら、新し

い伝統を築いていきたいと思います。始業式でも話したとおり、「共創」とは新

時代を象徴する概念で、多様な立場の人たちと対話しながら、新しい価値を共に

創りあげていくことを言います。これからの時代のキーワードです。  

さて、１学期の終業式を迎えるにあたり、私からは大きく３点についてお話を

します。まず１点目は、改築期間中を含め、生徒の皆さんと先生方や職員の皆さ

んが一致団結し、安心・安全な学校生活を送るよう努めてきたことに感謝します。

この後の、引っ越し期間中についても同様に安全第一でお願い致します。例えば、

新校舎における集団生活でのルールを守ること、手洗いうがい等の感染症防止対

策をしっかり行う生活習慣を身に着けること、いじめや体罰・暴言のない学校生

活を送ることや熱中症にならない活動を心掛けること等、安心安全につながるこ

とは最優先で取り組んでください。東京都の防災及び安全教育推進校として取り

組みを更に進めます。また、校長としてだけでなく、全国及び東京都高体連役員

としても「熱中症は起こさない。体罰・暴言は当然、いじめ等は決して許さない」

と考えています。  

学校としても、今後、スポーツと同じく文化部活動の推進を図り、地域の文化

的活動の拠点校をめざします。その集大成が今年の文化祭となります。文化祭の

準備をとおして、熱中症や感染症予防などの健康管理や交通安全にも継続して気

を付け、工夫を凝らしながら協力し、共に楽しみつつ芸術文化の祭典を成功裏に

導いてくれることを期待しています。１２月には第１回となる校内文化部活動発

表会を開催予定です。第２回以降は、ホールを借り切っての開催も目指します。 

２点目は学年ごとに今年、目指してほしいことを再度、お伝えします。１年生

は「日野高校の新時代を 3 年間担う学年」として学習とデジタルの活用を両立さ

せながら 3 年後の進路実現に向けて様々に探究チャレンジをして下さい。２年生

には「日野高校の文化の継承と新しい文化の共創」を両立させながら２年間様々

な行事や探究活動を推進して下さい。また、３年生には日野高校の文化をしっか

り２年生に引き継いだ後は、新時代を担った最高学年として、納得のいく強気の

希望進路実現を図り、今度は次の時代を形成する社会の牽引者として活躍できる

よう大いに探究心を育んでほしいと思います。嘗てこの日野の地から日本の曙を



夢見た若者がいたように、令和の現代では、この日野高校から世界に羽ばたく志

を育んでほしいと願っています。既にボルダリングの活躍で世界に飛び立つ友が

います。皆さんでその活躍を応援しましょう。また、鹿児島県を中心に全国総合

文化祭が開催されます。本校も２つの部で参加します。文芸部と美術部です。お

おいに知見を広めて、今後の校内での文化活動の発展に寄与してほしいと願って

います。  

世界をかけての活躍は、ＷＢＣでも知っているとおり、決して大げさなことで

はありません。日野高校では多方面に時代をリードする先輩や仲間がたくさんい

ます。是非皆さんが次の時代に活躍できるよう、今この時から思う存分に興味関

心のアンテナを張り、この新時代の真新しい日野高校で共に学んでいただきたい

と願っています。私もこの夏に皆さんの思いを届けるべく、北海道栗木ファーム

に伺い、日野高校の新時代を担う皆さんへのエールをいただけるよう直接にお願

いに行ってきます。世界的にもまだまだ前時代を克服できない厳しい社会環境の

中での毎日ですが、同じ時代を共創し、チャレンジしながら歩んでいきましょう。 

最後にお願いすることは命の大切さについてです。 

繰り返しお伝えしていますが、自分の命、他者の命を守り、大切に育むことが人

としての最大の優しさであり、尊厳であると考えています。すべてに優先する営

みです。日々の生活や行動の中で、自分を中心に信頼できる一人でも多くの人と

繋がり、共に生きることを目指してください。ふと不安になったり、心配事が生

じたときは、ＳＮＳの利用には十分気を付けた上で、遠慮なく、心を許せる身近

な家族や大人、友人等であなたを守ってくれる人に声を掛けましょう。様々な人

が様々な機会であなたが話をしてくれることを待っています。具体的な相談機関

などの連絡先は各種パンフレットや心の相談窓口の案内を確認して下さい。不明

な場合はネットで正しく検索したり、家族、先生や友人に聞いたり、教室掲示な

どで確認してください。あなたは一人ではありません。 

あなたの周りでも、もしそのようなことが起きたり、見聞きした時にはすぐに

相談できる先生方や身近な大人に連絡をして下さい。先生方も夏休み中に、皆さ

んのことを気にかけながら、心配がある場合は直接連絡をしていただくようお願

い致しました。心配事や困ったときの相談・連絡など、皆さんにも協力をお願い

します。 

 以上、夏休みを迎えるにあたって主に 3 点、話をしました。  

時間を計画的、かつ有効に活用し、2 度とない貴重な夏休みを有意義に過してく

ださい。２学期の始業式には新校舎で心身共に一段と逞しくなった姿での再開を

楽しみにしています。これで校長からの話を終わります。  


